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初
期
消
火
で
感
謝
状（

中
消
防
署
）

五
月
十
七
日
の
朝
、
新
東
町
塔
世

で
発
生
し
た
建
物
火
災
に
お
い
て
、

初
期
消
火
活
動
を
実
施
し
、
被
害
を

最
小
限
に
食
い
止
め
た
功
労
を
称

え
、
六
月
十
五
日
、
同
町
の
横
田
一

子
さ
ん
と
阿
部
あ
さ
こ
さ
ん
親
子

に
宮
田
中
消
防
署
長
か
ら
感
謝
状

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

火
災
発
生
時
、
阿
部
さ
ん
親
子

は
、
煙
と
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
音

で
火
災
を
発
見
し
、
迅
速
な
通
報
と

と
も
に
、
周
囲
に
応
援
を
呼
び
か
け

ま
し
た
。
横
田
さ
ん
は
阿
部
さ
ん
の

火
事
を
知
ら
せ
る
声
を
聞
い
て
近

所
の
方
と
共
に
駆
け
つ
け
、
連
携
し

て
消
火
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

阿
部
さ
ん
た
ち
の
円
滑
な
初
期

消
火
活
動
に
よ
り
、
消
防
車
が
到
着

し
た
頃
に
は
鎮
火
状
態
と
な
っ
て

お
り
、
建
物
に
も
ほ
ぼ
被
害
が
な
い

状
態
で
延
焼
を
食
い
止
め
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

阿
部
さ
ん
と
横
田
さ
ん
は
、
「
火

元
宅
は
一
人
暮
ら
し
と
い
う
こ
と

を
知
っ
て
い
た
の
で
、
必
死
で
消
火

活
動
を
行
い
ま
し
た
。
普
段
か
ら
の

近
所
付
き
合
い
が
大
切
と
感
じ
ま

し
た
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

（
森

良
典
）

迅
速
な
応
急
手
当
で
社
会
復
帰
！

（
北
消
防
署
）

六
月
十
七
日
、
北
消
防
署
で
人
命

救
助
協
力
者
に
対
し
、
竹
村
北
消
防

署
長
か
ら
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し

た
。表

彰
さ
れ
た
方
は
、
花
木
良
さ

ん
、
平
野
智
啓
さ
ん
、
伊
藤
翼
さ
ん

の
三
人
。

三
人
は
、
四
月
十
一
日
の
午
後
九

時
頃
、
一
身
田
上
津
部
田
の
フ
ィ
ッ

ト
ネ
ス
ク
ラ
ブ
内
で
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
中
の
二
十
七
歳
男
性
が
急
に
意

識
を
消
失
し
て
倒
れ
、
倒
れ
た
音
に

気
付
い
た
三
人
が
協
力
し
て
、
一
一

九
番
通
報
と
、
胸
骨
圧
迫
及
び
Ａ
Ｅ

Ｄ
を
使
用
し
、
救
急
隊
が
到
着
す
る

ま
で
に
心
拍
を
再
開
さ
せ
ま
し
た
。

傷
病
者
は
、
一
時
的
に
入
院
し
ま

し
た
が
、
無
事
、
社
会
復
帰
さ
れ
ま

し
た
。

伊
藤
さ
ん
は
、
以
前
に
受
講
し
た

普
通
救
命
講
習
を
思
い
出
し
『
体
が

勝
手
に
動
い
た
』
と
話
し
て
い
ま
し

た
。

（
大
市

昌
広
）

痛
ま
し
い
事
故
を

風
化
さ
せ
な
い
た
め

（
南
分
署
）

五
月
十
七
日
、
高
茶
屋
四
丁
目
三

重
中
央
自
動
車
学
校
で
高
茶
屋
地

区
安
全
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
催
し
は
、
十
五
年
前
に
高
茶

屋
地
区
で
小
学
校
一
年
生
の
男
児

と
二
年
生
の
女
児
が
三
日
の
間
に

交
通
事
故
で
亡
く
な
り
、
こ
の
よ
う

な
痛
ま
し
い
事
故
を
二
度
と
繰
り

返
さ
な
い
、
そ
し
て
風
化
さ
せ
な
い

と
い
う
思
い
か
ら
、
毎
年
開
催
さ
れ

て
い
ま
す
。

今
年
も
各
種
団
体
が
協
力
す
る

中
、
久
居
消
防
署
、
南
分
署
及
び
消

防
団
津
方
面
団
も
参
加
し
、
防
火
、

防
災
意
識
の
向
上
の
啓
発
を
行
い

ま
し
た
。

（
大
野

学
）

↑水消火器の使い方を指導

↑→
感謝状を受け取る３名
（右から花木さん、平野さん、
伊藤さん）

↑→
感謝状を受け取る横田さん(右) 
と阿部さん(左) 
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福
祉
施
設
で

夜
間
消
防
訓
練
を
実
施

（
安
濃
分
署
）

八
月
二
十
一
日
、
安
濃
町
田
端
上

野
の
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
明
合

乃
里
で
、
夜
間
に
お
け
る
防
火
管
理

体
制
の
確
認
を
目
的
に
消
防
訓
練

を
実
施
し
ま
し
た
。

訓
練
は
、
多
く
の
職
員
が
帰
宅
し

た
十
九
時
に
火
災
が
発
生
し
た
と

の
想
定
で
始
ま
り
、
当
直
の
職
員
が

入
居
者
を
効
率
よ
く
避
難
さ
せ
、
ま

た
帰
宅
し
た
職
員
に
招
集
連
絡
を

行
い
ま
し
た
。
自
宅
等
で
連
絡
を
受

け
た
職
員
は
次
々
と
参
集
し
、
避
難

誘
導
に
加
わ
り
ま
し
た
。

訓
練
に
参
加
し
た
職
員
は
「
夜
間

の
限
ら
れ
た
人
数
で
は
、
マ
ニ
ュ
ア

ル
に
基
づ
い
て
落
ち
着
い
て
行
動

す
る
こ
と
が
大
切
だ
と
再
認
識
し

ま
し
た
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

（
高
橋

直
通
）

外
国
人
技
能
実
習
生
を
指
導

（
河
芸
分
署
）

五
月
十
二
日
、
河
芸
町
浜
田
の
河

芸
公
民
館
で
、
津
北
商
工
会
か
ら
外

国

人

技

能

実

習

生

に

対

す

る

防

火
・
防
災
講
習
の
指
導
依
頼
が
あ

り
、
北
消
防
署
河
芸
分
署
の
職
員
が

指
導
者
と
し
て
参
加
し
ま
し
た
。

火
災
を
起
こ
さ
な
い
た
め
の
火

災
予
防
の
重
要
性
と
、
実
際
に
火
災

が
起
き
た
時
の
た
め
に
、
一
一
九
番

通
報
の
要
領
と
水
消
火
器
に
よ
る

初
期
消
火
訓
練
、
ま
た
人
命
を
救
う

第
一
歩
の
救
命
処
置
と
し
て
、
心
肺

蘇
生
法
と
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
取
扱
い
を
実

施
し
ま
し
た
。

外
国
人
技
能
実
習
生
は
熱
心
に
、

訓
練
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

（
前
川

寿
宏
）

山
岳
訓
練
を
実
施

（
美
杉
分
署
）

六
月
五
日
、
美
杉
町
川
上
地
内
に

あ
る
修
験
業
山
と
、
六
月
十
日
、
同

町
竹
原
地
内
に
あ
る
高
束
山
に
お

い
て
、
危
険
箇
所
や
登
山
道
の
状
況

確
認
及
び
遭
難
事
故
等
を
防
止
す

る
た
め
、
登
山
道
の
目
印
と
な
る
マ

ー
キ
ン
グ
テ
ー
プ
の
設
置
や
、
山
火

事
防
止
の
立
看
板
の
設
置
を
実
施

し
ま
し
た
。

修
験
業
山
で
は
、
途
中
小
雨
に
な

り
、
足
も
と
の
悪
い
中
の
訓
練
と
な

り
ま
し
た
が
、
参
加
し
た
隊
員
は
、

「
登
山
道
の
状
況
や
危
険
な
箇
所

が
確
認
で
き
た
。
今
回
の
マ
ー
キ
ン

グ
テ
ー
プ
の
設
置
で
、
少
し
で
も
安

全
に
登
山
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
け

れ
ば
…
」
と
、
話
し
て
い
ま
し
た
。

（
﨑

隆
敏
）

秋
季
火
災
予
防
運
動

十
一
月
九
日
か
ら
十
五
日
ま
で

の
一
週
間
、
全
国
的
に
火
災
予
防
運

動
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

平
成
二
十
七
年
度
全
国
統
一
防
火
標
語

無
防
備
な

心
に
火
災
が

か
く
れ
ん
ぼ

↑初期消火訓練を実施

↑入居者を効率よく避難 

↑登山道を、隊列を組んで進む隊員
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津
市
消
防
団

各
地
で
訓
練

消

防

署

と

と

も

に

地

域

の

安

全
・
安
心
を
守
る
津
市
消
防
団
は
、

市
内
に
十
方
面
団
あ
り
、
方
面
団
単

位
で
訓
練
を
実
施
し
、
災
害
対
応
力

を
高
め
て
い
ま
す
。

一
志
方
面
団
総
合
水
防
訓
練

（
一
志
分
署
）

六
月
七
日
、
一
志
町
高
野
の
市
立

高
岡
幼
稚
園
・
高
野
保
育
園
園
庭
を

メ
イ
ン
会
場
に
、
平
成
二
十
七
年
度

津
市
一
志
地
域
総
合
水
防
工
法
訓

練
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

土
砂
災
害
・
全
国
統
一
防
災
訓
練

を
兼
ね
て
実
施
さ
れ
た
こ
の
訓
練

は
、
集
中
豪
雨
に
よ
り
三
重
県
下
に

大
雨
洪
水
警
報
が
発
令
さ
れ
、
津
市

一
志
地
域
で
は
、
波
瀬
川
が
氾
濫
水

域
を
越
え
、
地
域
住
民
に
避
難
勧
告

が
発
令
さ
れ
た
と
の
想
定
で
行
わ

れ
ま
し
た
。

参
加
者
は
、
身
近
に
起
こ
り
う
る

災
害
だ
と
改
め
て
認
識
し
、
真
剣
に

訓
練
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

（
前
田

悠
輔
）

白
山
方
面
団
夏
期
実
践
訓
練

（
白
山
消
防
署
）

八
月
十
六
日
、
白
山
総
合
支
所
及

び
町
内
五
箇
所
の
山
間
地
に
お
い

て
遭
難
者
捜
索
訓
練
を
実
施
し
ま

し
た
。

今
回
の
訓
練
で
は
、
同
時
に
遭
難

者
が
発
生
し
た
想
定
で
、
方
面
団
に

配
備
さ
れ
た
デ
ジ
タ
ル
無
線
機
を

活
用
し
た
情
報
共
有
、
報
告
要
領
の

習
熟
及
び
通
信
可
能
範
囲
の
把
握

を
目
的
と
し
て
実
施
し
ま
し
た
。

ま
た
、
白
山
総
合
支
所
で
は
、
団

員
の
救
護
能
力
向
上
の
た
め
、
救
護

隊
が
指
導
者
と
な
っ
て
心
肺
蘇
生

法
や
骨
折
時
の
固
定
方
法
な
ど
の

救
急
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。

白
山
地
域
で
は
、
毎
年
、
山
岳
遭

難
事
故
が
発
生
し
て
い
る
た
め
、
今

後
の
災
害
発
生
時
に
活
か
す
こ
と

が
出
来
る
有
意
義
な
訓
練
と
な
り

ま
し
た
。

（
高
岡

敦
）

美
里
方
面
団
夏
期
訓
練

（
美
里
分
署
）

六
月
七
日
、
美
里
総
合
支
所
の
駐

車
場
で
、
美
里
方
面
団
の
夏
期
訓
練

を
実
施
し
ま
し
た
。

こ
の
訓
練
は
、
消
防
団
員
と
し
て

の
責
務
を
自
覚
し
、
厳
正
な
規
律

と
、
高
度
な
消
防
技
術
を
身
に
つ
け

る
こ
と
を
目
的
に
、
毎
年
、
実
施
さ

れ
て
い
ま
す
。

参
加
し
た
約
百
名
の
団
員
は
、
礼

式
訓
練
、
機
械
器
具
点
検
、
放
水
訓

練
を
実
施
し
ま
し
た
。

今
年
四
月
に
入
団
し
た
新
人
団

員
は
、
先
輩
団
員
か
ら
厳
し
く
指
導

を
受
け
、
き
び
き
び
と
し
た
訓
練
を

実
施
し
ま
し
た
。
（
井
土

浩
之
）

↑消防団デジタル無線を活用し、

活動の情報共有

↑先輩団員から厳しく指導

↑積み土のうによる水防工法

↓救護隊が指導者となって、

救急訓練を実施
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ふ
れ
あ
い
の
か
お
り

渚
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

（
香
良
洲
分
遣
所
）

五
月
十
七
日
、
香
良
洲
町
高
砂
の

香
良
洲
公
園
に
お
い
て
「
ふ
れ
あ
い

の
か
お
り
二
〇
一
五
渚
の
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

会
場
で
は
潮
干
狩
り
、
大
道
芸

会
、
フ
ラ
ダ
ン
ス
、
よ
さ
こ
い
、
ミ

ニ
Ｓ
Ｌ
機
関
車
試
乗
会
等
の
イ
ベ

ン
ト
が
催
さ
れ
、
香
良
洲
分
遣
所
と

香
良
洲
方
面
団
の
女
性
消
防
団
員

で
、
ミ
ニ
救
急
車
試
乗
体
験
や
煙
体

験
コ
ー
ナ
ー
を
実
施
し
ま
し
た
。

会
場
で
は
た
く
さ
ん
の
親
子
連

れ
や
子
供
が
元
気
い
っ
ぱ
い
に
楽

し
ん
で
い
ま
し
た
。

（
奥
田

仁
）

救
助
技
術
を
披
露

（
警
防
室
）

七
月
二
十
九
日
、
梅
雨
が
去
り
、

透
き
通
る
夏
空
の
下
、
第
四
十
四
回

消
防
救
助
技
術
東
海
地
区
指
導
会

が
、
鈴
鹿
市
の
三
重
県
消
防
学
校
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

津
市
消
防
本
部
か
ら
、
引
揚
救
助

チ
ー
ム
（
久
居
消
防
署
）
、
障
害
突

破
チ
ー
ム
（
中
消
防
署
西
分
署
）
の

二
チ
ー
ム
が
出
場
し
、
日
頃
の
訓
練

の
成
果
を
大
会
本
番
に
ぶ
つ
け
ま

し
た
。

引
揚
救
助
は
二
十
五
チ
ー
ム
中
、

二
十
位
（
タ
イ
ム
八
十
七
秒
三
、
減

点
二
五
点
）
、
障
害
突
破
は
二
十
チ

ー
ム
中
、
十
二
位
（
タ
イ
ム
百
十
四

秒
四
、
減
点
０
点
）
の
結
果
と
な
り
、

神
戸
市
で
行
わ
れ
る
、
第
四
十
四
回

全
国
消
防
救
助
技
術
大
会
へ
の
出

場
は
、
残
念
な
が
ら
叶
い
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
地
区
指
導
会
ま
で
の
研
修

期
間
に
、
日
夜
、
研
鑽
・
練
磨
し
た

技
術
と
経
験
は
、
必
ず
や
今
後
の
消

防
人
生
の
糧
に
な
る
こ
と
で
し
ょ

う
。

（
岸
田

龍
也
）

障
害
突
破
訓
練

（
西
分
署
）

消
防
救
助
技
術
東
海
地
区
指
導

会
の
障
害
突
破
訓
練
に
出
場
し
、
安

全
・
確
実
・
迅
速
性
を
競
い
合
い
、

東
海
地
区
で
二
チ
ー
ム
だ
け
が
出

場
で
き
る
全
国
大
会
出
場
を
目
指

し
、
昨
年
度
の
冬
場
か
ら
体
力
錬
成

や
空
気
呼
吸
器
の
着
装
訓
練
な
ど

を
実
施
し
、
四
月
か
ら
は
本
格
的
に

訓
練
塔
を
使
用
し
て
、
日
々
厳
し
い

訓
練
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

全
国
大
会
出
場
は
叶
い
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
訓
練
で
培
っ
た
技
術
・

体
力
・
精
神
力
を
生
か
し
、
こ
れ
か

ら
も
津
市
民
の
安
全
安
心
を
守
る

た
め
、
日
々
訓
練
に
打
ち
込
み
た
い

と
思
い
ま
す
。

（
山
本

直
紀
）

↑香良洲方面団女性団員と連携し、

啓発を実施

←↑引揚救助訓練の様子↑↓障害突破訓練の様子
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の
時
に
消
防
隊
が
着
る
服
装
も
変

わ
り
ま
す
。

左
の
写
真
は
「
耐
熱
服
」
と
言
い

ま
す
。

あ
り
ま
す

こ
の
消
火
栓
は
、
各
家
庭
に
供
給

さ
れ
て
い
る
上
水
道
の
配
管
と
直

接
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、

消
火
栓
を
使
っ
て
放
水
さ
れ
る
水

は
、
家
庭
の
蛇
口
か
ら
出
る
水
道
水

と
同
じ
水
で
す
。

火
事
の
と
き
に
は
こ
の
消
火
栓

か
ら
水
を
取
り
、
消
火
に
使
い
ま

す
。
そ
の
た
め
、
い
ざ
と
い
う
と
き

に
ス
ム
ー
ズ
に
水
を
出
せ
る
よ
う

に
、
毎
年
、
消
火
栓
を
順
番
に
回
っ

家
庭
で
も
い
か
が
で
し
ょ
う
か

（
増
田

裕
彦
）

→牛スジ４kg 
のアクを丁寧に

取ります。

↑一つ一つ、消火栓を確認！

↓牛スジカレーの

完成♪

津消防タイムズ  第５６号        平成
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ガ
ソ
リ
ン
な
ど
の
石
油
類
を
は

じ
め
と
す
る
危
険
物
を
貯
蔵
、
取
り

扱
う
事
業
所
で
の
保
安
体
制
の
確

立
を
呼
び
掛
け
た
り
、
市
民
の
皆
さ

ん
に
危
険
物
に
対
す
る
正
し
い
認

識
と
理
解
を
し
て
い
た
だ
こ
う
と

す
る
週
間
で
す
。
（
ち
な
み
に
平
成

二
十
七
年
は
六
月
七
日
～
六
月
十

三
日
で
し
た
。
）

危
険
物
の
場
合
は
一
般
の
火
災

と
違
い
、
泡
で
油
な
ど
の
危
険
物
を

覆
っ
て
消
火
し
た
り
し
ま
す
が
、
そ

の
時
に
消
防
隊
が
着
る
服
装
も
変

と
な
っ
て
い
ま
す
。（
増
田

裕
彦
）

消
火
栓
を
知
っ
て
い
ま
す
か
？

（
芸
濃
分
署
）

消
火
栓
と
は
、
火
災
現
場
で
消
火

活
動
を
す
る
と
き
に
、
必
要
な
水
を

供
給
す
る
た
め
の
設
備
で
す
。

道
を
歩
い
て
い
て
、
黄
色
い
枠
に

四
角
や
丸
形
で
鉄
の
蓋
が
あ
る
マ

ン
ホ
ー
ル
の
よ
う
な
も
の
を
見
た

こ
と
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
近
く
に

赤
い
標
識
が
立
っ
て
い
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。

～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～

て
点
検
し
て
い
ま
す
。

消
火
活
動
時
に
と
て
も
重
要
な

消
火
栓
で
す
の
で
、
消
火
栓
の
上
や

近
く
に
車
を
停
め
た
り
、
障
害
物
を

置
い
た
り
し
な
い
よ
う
に
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。
（
田
村

公
一
）

防
署
で
工
夫

れ
て
い

の
が

い

わ
ゆ
る
「
消
防
飯
」
で
す
。

今
年
も
暑
い
日
が
続
き
、
食
欲
が

わ
か
な
い
方
に
必
見
、
今
回
は
久
居

消
防
署
の
消
防
飯
、
牛
ス
ジ
カ
レ
ー

を
紹
介
し
ま
す
。

用
意
す
る
の
は
牛
ス
ジ
肉
四
キ

ロ
グ
ラ
ム
、
米
四
升
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
、

人
参
、
玉
ネ
ギ
な
ど
な
ど
で
約
四
十

人
分
が
で
き
ま
す
。
お
好
み
で
夏
野

菜
を
ト
ッ
ピ
ン
グ
し
て
も
美
味
し

い
で
す
よ
。

牛
ス
ジ
の
旨
味
・
甘
味
が
出
て
食

が
進
み
夏
バ
テ
し
ら
ず
、
皆
様
の
ご

家
庭
で
も
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

平成２７年１０月１日

いただけます。 

見
慣
れ
た
消
防
の
服
と
違
う
ぞ
？

（
久
居
消
防
署
）

皆
さ
ん
は
危
険
物
安
全
週
間
を

知
っ
て
い
ま
す
か
？

ガ
ソ
リ
ン
な
ど
の
石
油
類
を
は

化
学
工
場
や
製
油
所
等
の
危
険

物
施
設
で
発
生
し
た
火
災
の
輻
射

熱
か
ら
、
隊
員
の
身
体
を
防
護
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
も
の
で
、

空
気
呼
吸
器
も
内
蔵
で
き
る
構
造

と
な
っ
て
い
ま
す
。（
増
田

裕
彦
）

夏
バ
テ
知
ら
ず
牛
ス
ジ
カ
レ
ー

（
久
居
消
防
署
）

災
害
出
動
に
備
え
早
く
作
れ
る
、

早
く
食
べ
ら
れ
る
な
ど
、
全
国
の
消

防
署
で
工
夫
さ
れ
て
い
る
の
が
、
い
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四
十
周
年
記
念
演
奏
会
に

向
け
て
猛
特
訓
中
！

（
消
防
音
楽
隊
）

十
一
月
七
日
の
十
三
時
三
十
分

か
ら
三
重
県
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー

中
ホ
ー
ル
で
開
催
し
ま
す｢

津
市
消

防
音
楽
隊
創
立
四
十
周
年
記
念
演

奏
会｣

に
向
け
て
、
今
年
四
月
に
入

隊
し
た
新
人
音
楽
隊
員
四
名
が
、
先

輩
隊
員
に
追
い
つ
け
と
ば
か
り
に
、

複
雑
怪
奇
な
オ
タ
マ
ジ
ャ
ク
シ
と

奮
闘
中
で
す
。

初
め
て
の
大
き
な
ス
テ
ー
ジ
に

緊
張
す
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
い

つ
か
は
消
防
音
楽
隊
の
主
力
と
な

る
隊
員
で
す
。
暖
か
い
声
援
を
お
願

い
し
ま
す
。

（
野
田

巧
）

病
院
・
診
療
所
等
の
細
分
化

（
消
防
安
全
課
）

平
成
二
十
八
年
四
月
一
日
か
ら
、

病
院
・
診
療
所
等
が
消
防
関
係
法
令

上
で
四
つ
に
細
分
化
さ
れ
ま
す
。

き
っ
か
け
と
な
っ
た
の
は
、
平
成

二
十
五
年
十
月
十
一
日
に
福
岡
市

で
発
生
し
た
有
床
診
療
所
火
災
で

す
。
こ
の
火
災
で
は
、
入
院
患
者
や

職
員
の
多
く
が
死
傷
し
ま
し
た
。

こ
の
火
災
を
受
け
、
総
務
省
消
防

庁
で
は
病
院
・
診
療
所
等
で
類
似
の

火
災
の
発
生
を
防
止
す
る
た
め
に
、

火
災
被
害
拡
大
防
止
対
策
及
び
火

災
予
防
行
政
の
実
効
性
向
上
等
に

関
す
る
検
討
を
行
い
、
防
火
対
策
の

強
化
を
図
る
た
め
法
令
改
正
を
行

い
ま
し
た
。

来
年
度
か
ら
の
細
分
化
に
向
け

て
消
防
署
で
は
、
消
防
署
員
が
市
内

の
病
院
・
診
療
所
等
に
対
し
て
、
病

床
数
、
診
療
科
目
、
昼
夜
の
職
員
数

等
を
基
に
、
細
分
化
後
の
ど
の
項
目

に
該
当
す
る
か
を
事
前
調
査
し
ま

し
た
。

こ
れ
か
ら
も
消
防
署
で
は
、
法
改

正
に
確
実
に
対
応
し
て
も
ら
う
た

め
、
防
火
対
象
物
の
関
係
者
に
対

し
、
積
極
的
な
指
導
を
行
っ
て
い
き

ま
す
。

（
笹
之
内

康
英
）

～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～

簡
易
宿
所
へ
の
立
入
検
査

（
消
防
安
全
課
）

今
年
、
五
月
十
七
日
に
神
奈
川
県

川
崎
市
で
発
生
し
た
簡
易
宿
所
の

火
災
で
は
、
多
く
の
犠
牲
者
が
出
ま

し
た
。

こ
の
火
災
を
受
け
て
、
全
国
的
に

※

簡
易
宿
所
へ
の
立
入
検
査
が
実

施
さ
れ
る
な
か
、
津
市
消
防
も
市
内

の
簡
易
宿
所
に
対
し
、
緊
急
の
立
入

検
査
を
実
施
し
ま
し
た
。

市
内
で
登
録
さ
れ
て
い
る
簡
易

宿
所
は
十
ヶ
所
で
、
川
崎
市
の
よ
う

な
ホ
テ
ル
タ
イ
プ
と
は
違
い
、
キ
ャ

ン
プ
場
に
設
置
さ
れ
て
い
る
コ
テ

ー
ジ
や
農
家
民
宿
と
い
っ
た
も
の

で
す
。

ま
た
、
川
崎
市
で
発
生
し
た
火
災

で
は
、
建
築
基
準
法
や
旅
館
業
法
に

基
づ
く
不
備
に
つ
い
て
も
疑
わ
れ

た
こ
と
か
ら
、
市
建
築
指
導
課
及
び

三
重
県
津
保
健
所
と
合
同
で
立
入

検
査
を
実
施
し
ま
し
た
。
今
回
の
立

入
検
査
で
は
、
誘
導
灯
の
不
備
等
が

有
り
ま
し
た
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
部
局

が
連
携
し
な
が
ら
効
果
的
な
指
導

を
し
ま
し
た
。

皆
様
も
、
旅
行
や
出
張
等
で
宿
泊

施
設
を
利
用
さ
れ
る
時
は
、
避
難
経

路
を
確
認
す
る
な
ど
、
有
事
に
備
え

る
た
め
、
高
い
安
全
意
識
を
持
っ
て

利
用
し
て
下
さ
い
。

（
笹
之
内

康
英
）

※

簡
易
宿
所
と
は
、
旅
館
業
法
に
基

づ
き
都
道
府
県
知
事
の
許
可
を
受
け

た
者
が
営
業
す
る
も
の
で
、
宿
泊
す

る
場
所
を
多
数
人
で
共
用
す
る
構
造

及
び
設
備
を
主
と
す
る
施
設
を
設

け
、
宿
泊
料
を
受
け
て
、
人
を
宿
泊

さ
せ
る
施
設
の
こ
と
で
、
下
宿
以
外

の
も
の
を
言
い
ま
す
。

【隊員紹介】写真右から 
小宮消防士（中消防署・トロンボーン）
藤原消防士（中消防署・トランペット）
倉田消防士（北消防署・パーカッション）
大浦消防士（久居消防署・クラリネット）
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平
成
二
十
七
年
上
半
期
の

火
災
・
救
急
・
救
助
概
況

【
火
災
】
出
火
原
因
一
位
は
「
た
き
火
」

上
半
期
に
発
生
し
た
火
災
は
七
十
一

件
で
、
昨
年
同
時
期
と
比
較
す
る
と
一
件

減
少
し
、
建
物
火
災
は
九
件
増
加
し
ま
し

た
が
、
林
野
火
災
は
十
二
件
減
少
し
ま
し

た
。
出
火
の
原
因
の
一
位
は
「
た
き
火
（
十

八
％
）
」
で
、
火
が
周
囲
の
枯
れ
草
や
可

燃
物
に
燃
え
移
っ
て
、
火
災
に
至
っ
て
い

ま
す
。
風
の
強
い
と
き
や
空
気
が
乾
燥
し

て
い
る
と
き
に
は
、
火
の
取
り
扱
い
に
十

分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

【
救
急
】
軽
症
患
者
が

全
体
の
約
五
十
％
超
え

上
半
期
に
発
生
し
た
救
急
出
動
件
数

は
七
千
十
件
で
し
た
。
事
故
種
別
で
は
急

病
が
四
千
四
百
二
十
二
件
と
最
も
多
く
、

全
体
の
約
六
十
三
％
を
占
め
、
次
い
で
一

般
負
傷
が
千
九
十
三
件
（
約
十
六
％
）
、

交
通
事
故
が
六
百
二
十
三
件
（
約
九
％
）

で
し
た
。
昨
年
同
時
期
と
比
較
す
る
と
、

出
動
件
数
は
十
八
件
減
少
し
、
搬
送
人
員

は
三
十
四
人
増
加
し
ま
し
た
。

ま
た
、
救
急
出
動
全
体
の
約
五
十
％
が

軽
症
患
者
で
し
た
。
軽
い
け
が
や
病
気

（
擦
り
傷
、
歯
痛
、
風
邪
な
ど
）
の
場
合

な
ど
は
、
自
家
用
車
や
タ
ク
シ
ー
な
ど
で

か
か
り
つ
け
の
病
院
へ
行
き
ま
し
ょ
う
。

そ
れ
が
、
本
当
に
救
急
車
を
必
要
と
し
て

い
る
人
の
貴
い
命
を
救
う
こ
と
に
な
り

ま
す
。

救
急
車
の
適
正
利
用
に
御
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

【
救
助
】
交
通
事
故
に
よ
る

救
助
出
動
が
最
多

上
半
期
の
救
助
件
数
は
四
十
五
件
で

し
た
。
そ
の
う
ち
、
交
通
事
故
が
二
十

六
件
で
全
体
の
約
五
十
七
％
を
占
め
、

次
い
で
建
物
等
に
よ
る
事
故
が
六
件
、

水
難
事
故
四
件
、
機
械
に
よ
る
事
故
二

件
、
火
災
一
件
で
し
た
。

出
動
件
数
四
十
五
件
の
う
ち
、
現
場

で
活
動
し
た
件
数
は
二
十
九
件
で
、
三

十
一
人
を
救
助
し
ま
し
た
。
活
動
件
数

に
入
っ
て
い
な
い
十
六
件
に
つ
い
て

は
、
救
助
隊
が
到
着
す
る
ま
で
に
自
力

で
脱
出
し
た
も
の
や
、
付
近
住
民
な
ど

に
よ
っ
て
救
出
さ
れ
た
も
の
で
す
。

行
楽
シ
ー
ズ
ン
は
、
車
で
遠
方
へ
出

か
け
る
こ
と
が
増
え
る
時
期
で
す
。
交

通
事
故
に
は
十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

☆

主
な
行
事
予
定

☆

◆
十
一
月
七
日
（
土
）

消
防
・
防
災
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

津
市
防
火
協
会

設
立
十
周
年
記
念
講
演
会

津
市
消
防
音
楽
隊

創
立
四
十
周
年
記
念
演
奏
会

（
三
重
県
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
中
ホ
ー
ル
ほ
か
）

◆
十
一
月
二
十
二
日
（
月
・
祝
）

平
成
二
十
七
年
度
津
市
総
合
防
災
訓
練

（
河
芸
第
二
グ
ラ
ウ
ン
ド
）

◆
平
成
二
十
八
年
一
月
十
日
（
日
）

津
市
消
防
出
初
式

（
香
良
洲
グ
ラ
ウ
ン
ド
）

編
集
後
記

九
月
十
日
、
東
海
地
方
を
縦
断
し
て

日
本
海
に
抜
け
た
あ
と
、
温
帯
低
気
圧

と
な
っ
た
台
風
十
八
号
の
影
響
で
、
遠

く
離
れ
た
関
東
地
方
で
は
記
録
的
な
豪

雨
と
な
り
、
茨
城
県
と
栃
木
県
で
大
雨

特
別
警
報
が
発
令
さ
れ
、
浸
水
被
害
や

土
砂
崩
れ
な
ど
が
多
数
発
生
し
ま
し

た
。な

か
で
も
茨
城
県
常
総
市
で
は
、
鬼

怒
川
の
堤
防
が
決
壊
し
、
住
宅
が
流
さ

れ
、
屋
根
や
電
柱
に
登
っ
て
助
け
を
求

め
る
人
が
た
く
さ
ん
テ
レ
ビ
に
映
し
出

さ
れ
ま
し
た
。

台
風
十
八
号
に
よ
る
浜
松
市
や
県
内

で
の
被
害
を
上
回
る
大
き
な
災
害
を
目

の
当
た
り
に
し
、
大
雨
の
恐
ろ
し
さ
を

改
め
て
認
識
し
ま
し
た
。

（
宮
田
）

区分 
平成 27 年 

上半期 

平成 26 年 

上半期 
増減 

火災件数合計(件) 71 72 ▲1

火
災
種
別(

件)
 

建物火災 37 28 9

うち住宅火災 19 10  9

林野火災  2  14 ▲12

車両火災 10  3 7

船舶火災  0  0  0

その他の火災 22 27 ▲5

死者（人）  2  2  0

負傷者（人）  9  7  2

▲は減を示す

区分 
平成 27 年 

上半期 

平成 26 年 

上半期 
増減

出動件数 7,010 7,028 ▲18

搬送件数 6,367 6,337 30

搬送人員（人） 6,457 6,423 34

主な

事故

種別

(出動件数)

急 病 4,422 4,409 13

一般負傷 1,093 1,054  39

交通事故   623   646 ▲23

▲は減を示す

区分 
平成 27 年 

上半期 

平成 26 年 

上半期 
増減

出動件数 45 61 ▲16 

活動件数 29 40 ▲11 

救助人員（人） 31 39 ▲8 

主な

事故

種別

(出動件数)

交通事故 26 35 ▲9 

水難事故  4  7 ▲3 

建物等による事故  6  5 1 

火 災  1  4 ▲3 

▲は減を示す


